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スプリント走のデータ分析・フィードバックシステム整備と基準データの作成

事業概要

本事業では，SPORTECスポーツパフォーマンス研究センターの長走路フォースプレートシステムとモーションキャプ
チャシステムで取得したスプリント走のデータを分析する各モジュールからなるシステムを整備し，データベースからスプ
リント走の基準データを作成・公表した．また，データベース作成と並行して国際共同研究を進めた．
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研究成果

1. 「データベース作成のためのシステム開発」
これまでに開発してきた地面反力データを分析，格

納するソフトウェアに，基準値の作成や散布図の出力
機能などを付加した．また，モーションキャプチャデ
ータを分析，格納するソフトウェアの開発を進めた．

2. 「データの収集とデータベース作成」
今年度，地面反力のデータは850試技分を収集するこ

とができた．また，モーションキャプチャデータにつ
いては，320試技分を収集した．以前に収集したデータ
と合わせると，地面反力データは3300試技分，モーシ
ョンキャプチャデータは600試技分が集まった．地面反
力とモーションキャプチャデータを統合した整理が十
分進まなかったが，今後整理統合を行っていく．

3. 「オークランド工科大学とのパートナーシップ締結
向けた取り組み」
2023年3月，これまで共同研究を進めてきたニュー

ジーランドのオークランド工科大学と今後の共同研究
やパートナーシップ締結に向けた打ち合わせを行った
．2023年4月には提案書を先方に提出し，今後パート
ナーシップ締結に向けた具体的な議論を進める予定で
ある．

4. 「国際共同研究の推進」
Sam Gleadhill (University of South Australia, Au

stralia)，John Cronin (Auckland University of Tech
nology, New Zealand), Neil Bezodis (Swansea Univ
ersity, UK), Roland van den Tillaar (Nord Universit
y, Norway)などと国際共同研究を進めた．

本事業では，スポーツパフォーマンス研究センターのフォースプレートシステムとモーションキャプチャシステムで，横
断的，縦断的にアスリートのスプリント走データを収集し，データベースを構築するとともに，スプリント走パフォーマン
ス診断システムを開発した．また，開発したシステムを利用して，オリンピアンを含む男性スプリンター102名，女性スプ
リンター44名からなる基準データを作成した．得られたデータを用いて，以下に示す学術論文を発表した．
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